
 

 

2.2 他部門との連携 

 

1）キャリアサポート課との連携 

・ 年間目標の一つである「就職関連活動における図書館利用の促進」を達成するための

取り組みの一つとして、館内にキャリアサポート課作成のお知らせを掲示した。 

・ 就職講座 / セミナーで毎回「図書館おすすめ本」チラシを配布し、貸出冊数の増加

につなげている。電子ブックのアクセス数も増加した。 

  

 
ｷｬﾝﾊﾟｽ   4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

豊洲 
2019 年度 556 281 419 267 49 85 209 188 290 480 593 203 3,620 

2018 年度 568 326 375 231 98 111 224 316 324 536 822 921 4,852 

大宮 
2019 年度 239 151 156 118 30 36 82 86 106 213 248 80 1,545 

2018 年度 218 168 107 88 65 63 92 83 105 198 254 273 1,714 

芝浦 
2019 年度 85 55 68 35 0 6 22 21 20 58 67 54 491 

2018 年度 46 35 58 36 9 9 29 32 19 62 87 91 513 
 

・ 外部講師を招き、キャリアサポート課・図書館共催「会社の選び方講座」（「eol 企業

情報データベース」の説明会）を実施した。「eol」は国内株式公開企業を中心とした

企業情報を総合的に提供しているデータベース制作会社であり、就職活動中の学生

の企業研究に有効活用してもらうのが目的。 

・ 開催日：2020 年 3 月 3 日豊洲キャンパス 参加者：96 名 
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・ WEB 面接時の図書館施設利用 

キャリアサポート課からの依頼に基づき学生の就活

支援の一つとして WEB 面接のための場所として館内

施設を提供した。 

 

 

 

 

 

 

2）国際部との連携 

・ K．International School 職業体験プログラム（第 4 回） 

2016 年度より中高大連携とグローバル化の取り組みの一環として、同じ江東区にあ
る K．International School の中学生をインターンとして受け入れている。説明や実習

等のサポートを行う大学生スタッフは、英語による説明や共同作業を通し、語学力お

よびコミュニケーション力を高める結果につながっている。 
1. 参加：1 名 

2. 日程：2019 年 6 月 10 日（月）～11 日（火） 

3. 時間：10:00～16:00（休憩 1 時間） 
4. 場所：豊洲図書館 
5. 内容：大学図書館と中学校図書館との違いの説明・資料の受け入れから装備の

実習・カウンター業務の実習・蔵書点検チェック作業など 

  
 

・ 図書館学生スタッフによる留学生対応 

留学生向けの時間を設け対応中。 
 

・ 留学生関連図書の貸出冊数 

 日本語学習  

キャンパス 2018 年度 2019 年度 
豊洲 131 129 

大宮 133 225 

芝浦 4 5 

合計 268 359 
 

洋書 

 キャンパス 2018 年度 2019 年度 
豊洲 838 713 

大宮 364 341 

芝浦 94 104 

合計 1,296 1,176 
 



 

 

・ TOEIC コーナー 

TOEIC550 点以上という学生の目標レベル達成の

ためのサポートとして、TOEIC 担当教員と連携の

上、役立つ資料を紹介し、TOEIC 関連の最新教材

を充実させている。 

 

 

 

 

 

3）附属中学高等学校との連携 

・ 高校在学中から大学図書館の環境に慣れ、専門書を読み始めることにより、進路に決

定や大学生活のイメージ化に役立っている。 

・ 高校在学中から大学図書館を利用できることをアピール 

・ 2 月 13 日、17 日の 2 回にわたり図書館ツアーを実施。参加者：高校 2 年生 149 名。 

  
 

4）講義連携 大宮キャンパス「創る」との連携 

 システム理工学部 1 年生「わたしたちの大学図書館を創る」(担当教授分)の支援 

外部講師講演会 4/19、4/26 実施。授業のサポート 12 回。 

・ 本講義の受講者が「創る」の活動内容について図書館で展示を行ったことで、 

  他学科の学生が「創る」を知り興味を持つきっかけになった。 

展示していた図書館資料にも興味を持ち手に取っていたようだ。

  




